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議
会
は
、
昨
年
の
十
二
月
定

例
会
で
、
長
年
の
懸
案
と
な
っ

て
い
る
五
條
市
消
防
庁
舎
の
建

設
工
事
の
早
期
着
工
と
、
水
道

施
設
の
う
ち
、
岡
中
継
施
設
築

造
工
事
の
工
事
中
止
の
撤
回
と

早
期
着
工
を
求
め
る
決
議
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

　
消
防
庁
舎
は
、
先
の
阪
神
淡

路
大
震
災
発
生
以
来
、
仮
に
当

市
で
同
程
度
の
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
、
果
た
し
て
現
在
の

消
防
庁
舎
で
本
来
の
機
能
が
果

た
せ
る
の
か
な
ど
、
地
震
発
生

直
後
か
ら
一
般
質
問
さ
れ
る
な
ど
、

活
発
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
平
成
十
五
年
に
は

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
消
防

庁
舎
建
設
予
定
地
を
了
承
し
、

市
は
、
平
成
十
七
年
に
基
本
設

計
業
務
を
委
託
、
平
成
十
八
年

に
土
地
開
発
公
社
か
ら
土
地
を

購
入
、
消
防
庁
舎
建
設
の
実
施

設
計
の
策
定
を
行
い
、
平
成
十

九
年
二
月
に
は
建
築
確
認
ま
で

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
に
執
行
し
た
予
算

総
額
は
約
四
億
一
千
八
十
万
円
で
、

既
に
膨
大
な
税
金
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
四
月

二
十
二
日
に
就
任
し
た
市
長
の

下
で
八
月
二
十
日
に
サ
イ
レ
ン

音
の
体
感
を
実
施
し
、
十
二
月

定
例
会
で
も
、
建
設
予
定
地
で

消
防
庁
舎
を
建
設
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
や
説
明
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
議
会
と
し
て
は
、

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

消
防
庁
舎
建
設
工
事
の
早
期
着

工
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
、

理
事
者
側
に
そ
の
実
施
を
求
め

る
こ
と
に
し
、
「
消
防
庁
舎
建

設
工
事
の
早
期
着
工
を
求
め
る

決
議
」
を
採
択
し
、
建
設
に
つ

い
て
、
市
長
に
強
く
求
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
水
道
施
設
の
う
ち
、

岡
中
継
施
設
築
造
工
事
に
つ
い

て
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
の
建

設
工
事
の
際
に
高
水
圧
に
苦
慮

し
た
こ
と
か
ら
、
水
圧
の
軽
減

緩
和
対
策
の
た
め
の
必
要
な
施

設
で
あ
り
、
岡
配
水
系
統
は
岡

ポ
ン
プ
場
か
ら
延
長
三
、一
八
〇

メ
ー
ト
ル
、
高
低
差
一
七
五
メ

ー
ト
ル
揚
水
し
て
お
り
、
送
水

管
に
は
一
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
当
た
り
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

高
水
圧
を
有
し
て
い
ま
す
。 

　
岡
配
水
系
統
は
、
田
園
地
区
、

岡
地
区
、
牧
野
地
区
と
北
宇
智

地
区
の
約
三
千
五
百
戸
に
給
水

し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
万

一
の
災
害
時
に
お
け
る
不
安
は

ぬ
ぐ
い
去
れ
な
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
談
合
情
報

に
よ
り
入
札
が
中
止
さ
れ
、
市

長
は
突
然
工
事
中
止
を
十
一
月

二
十
七
日
に
報
道
関
係
者
に
発

表
し
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
議
会
と
し
て
は
、

工
事
中
止
と
し
た
市
長
に
対
し
、

十
二
月
定
例
会
で
、
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
も
、
「
岡

中
継
施
設
築
造
工
事
の
工
事
中

止
撤
回
と
早
期
着
工
を
求
め
る

決
議
」
を
採
択
し
、
工
事
の
実

施
を
強
く
求
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

平
成
十
九
年
第
四
回
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て 

消
防
庁
舎
建
設
工
事
の
早
期
着
工
と
水
道
施
設
の 

岡
町
の
中
継
施
設
築
造
工
事
の
早
期
着
工
を
決
議
し
ま
し
た 

消防庁舎建設工事の早期着工を求める決議 岡中継施設築造工事の工事中止撤回と 
早期着工を求める決議 

　五條市消防本部は昭和３８年に発足し、その拠点としての消防署庁
舎は昭和４３年に完成、現在の消防庁舎は昭和５８年に完成したところ
である。 
　年月の経過とともに建物全体は老朽化し、市勢の拡大に伴い消防職
員の増員が図られていることもあり、施設内は狭あいで劣悪な環境の下、
消防職員は日夜、市民の生命、身体、財産を守るため任務の遂行に当
たっている。 
　市議会としても、総務文教常任委員会において幾度となく現況等の
報告を受けるとともに慎重な協議を重ね、これら懸案事項を解消する
ための事業計画についての承認をしてきたところである。 
　しかしながら、吉野晴夫市長は、教育環境の保全と広域消防の動向
等を理由として、建設予定地の見直しを市長就任早々に表明し、本年
８月には建設予定地に隣接する中学校において緊急車両サイレン音の
体感会を行い、８月２１日付けの朝刊では、この日の体感会のアンケ
ート結果も参考にして建設予定地で建設するかの最終決断をするとの
報道がされたところであるが、それ以来、検討の経過、代替案等何の
説明もなく、約４，０００平方メートルの建設用地とともに事業計画が
宙に浮いている状態で現在に至っている。 
　南海・東南海地震が懸念される昨今においては、一日でも早い防災
拠点の整備が待たれるところであり、火災、救急、救助に不安なく、
市民が安全で安心して暮らせるまちづくりのためにも、速やかな着工
を求めるところである。 
　以上、五條市議会は消防庁舎建設工事の早期着工を求めここに決議
する。 
 
 
 
　　平成１９年１２月１４日 

 五 條 市 議 会 

　現在、上水道の岡配水系統は、岡ポンプ場から岡配水池に送水して
田園地区、岡地区、牧野地区及び北宇智地区の約３，５００戸、日量
４，０００立米の給水となっているが、市道旧岡中線に埋設されている
送水管については、低地域において高水圧を有しており、万一の災害
時における不安はぬぐい去ることができない状況にある。 
　そのようなことから、防災対策上・安全対策上の事業として中継施
設を築造し、低地域にある送水管の高水圧の緩和を図るとともに、災
害時における応急給水拠点としての整備を図り、上水の安定供給に一
層寄与することができる施設として、平成１８年度には岡中継ポンプ
施設の用地購入を行い、本年度において中継施設築造工事の計画が行
われていたところである。 
　しかしながら、吉野晴夫市長は、これを緊急性がないとして工事自
体の中止を決めたとの報道が、１１月２８日付けの朝刊において突然発
表されており、この中止決定に至った経緯・結果については、住民の
代表であり、議決機関である市議会に対して事前に何の説明もなく、
ましてや、万一の場合においては一番被災が危惧される地域住民に対
しての説明責任が全く果たされていないところである。 
　南海・東南海地震が懸念される昨今においては、岡配水系統の高水
圧の緩和が急がれるところであり、市議会としても、過去数年前から
震災対策としての指摘を行い、事業予算についての承認をしてきたと
ころでもある。 
　この事業計画実施によって、上水の安定供給を図るとともに、防災
対策・安全対策が措置されるところであり、地域住民の安全・安心の
ためにも、工事中止の撤回を行い、速やかな事業の実施を求めるとこ
ろである。 
　以上、五條市議会は岡中継施設築造工事の工事中止撤回と早期着工
を求めここに決議する。 
　　平成１９年１２月１４日 

五 條 市 議 会 

岡中継施設用地 

消防庁舎 


